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山頂からの百八ッ火(昨年度)

　
私
た
ち
「
六
夜
会
」
は
、
ま
つ
だ
観
光
ま

つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
参
加
す
る
の
は
も

と
よ
り
、
松
明
灯
火
台
周
辺
の
美
化
清
掃
を

中
心
に
、
冬
季
は
雑
木
の
伐
採
、
夏
季
に
は

雑
草
の
草
刈
り
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
点
火
時
に
使
用
す
る
鍋
や
灯
火
台
の
清

掃
、
サ
ビ
落
と
し
、
サ
ビ
止
め
作
業
は
大
変

で
、
手
間
の
か
か
る
作
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
作
業
は
、
会
員
同
士
の
親
睦
を

深
め
る
の
に
は
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
作
業
の
よ

う
で
す
。

　
昨
今
、
「
六
夜
会
」
で
も
押
し
寄
せ
る
高

齢
化
の
波
に
の
み
込
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

会
員
数
が
最
盛
期
の
約
半
数
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
危
機
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
諸

先
輩
方
は
ま
だ
ま
だ
元
気
い
っ
ぱ
い
で
頼
も

　
雲
の
峯
が
崩
れ
、
夏
も
終
わ
り
に
近
づ
く
頃
、
松
田
山
の
頂
き
に

夜
空
を
焦
が
し
て
一
○
八
体
の
松
明（

た
い
ま
つ）

が
灯
さ
れ
る
。

い
つ
の
頃
、
誰
れ
が
、
ど
う
い
う
理
由
で
始
め
た
か
、
そ
れ
は
定
か

で
は
な
い
。

　
松
田
城
主
と
家
臣
が
落
城
の
と
き
、
農
民
が
道
案
内
に
送
り
火
を

焚
い
た
と
か
、
害
虫
を
山
頂
に
集
め
、
西
郡（
ご
う
り)(

今
の
足
柄

平
野
一
帯）

四
万
石
の
五
穀
の
豊
穣
を
願
う
農
民
の
素
朴
な
祈
り
が

籠
め
ら
れ
て
い
た
と
か
、

小
田
原
藩
主
が
城
楼
か

ら
望
ん
で
暑
気
を
払
っ

た
と
か
、
度
重
な
る
酒

匂
川
の
出
水
に
よ
る
犠

牲
者
慰
霊
の
た
め
と
か
、

い
づ
れ
に
せ
よ
、
一
○

八
と
い
う
数
が
仏
教
の

一
○
八
煩
悩
に
関
連
し
、

八
月
二
十
六
日
の
晩
景

に
彩
り
を
添
え
る
。

　
「
六
夜
の
松
明
」
に
は
、
人
々
の
心
の
奥
に
も
の
の
哀
れ
を
訴
え

ず
に
は
お
か
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
達
は
、
今
日
ま
で
長
い
間

に
亘
り
、
こ
の
美
し
き
伝
統
を
松
田
の
誇
り
と
し
て
永
々
と
心
を
籠

め
て
守
り
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
願
は
く
ば
こ
れ
を
後
世
に
伝
え
、

六
夜
の
灯
が
夏
の
夜
空
の
松
田
山
の
頂
き
か
ら
絶
え
る
こ
と
の
無
き

よ
う
、
後
に
続
く
人
々
の
有
る
こ
と
を
信
じ
心
よ
り
祈
る
の
で
あ
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
碑
『
松
明
の
由
来
』
よ
り

※

「
雲
の
峯
」
は
積
乱
雲
・
入
道
雲
　
　

※

現
在
は
「
ま
つ
だ
観
光
ま
つ
り
」
の
夜
に
点
灯

　
歴
史
的
石
造
物
と
は
、
古
い
時
代
か
ら

今
に
残
る
い
わ
ゆ
る
石
仏
、
石
塔
、
石
碑

の
た
ぐ
い
で
す
。

　
松
田
町
に
は
、
石
仏
四
天
王
と
も
い
う

べ
き
道
祖
神
、
庚
申
、
観
音（

特
に
馬
頭

観
音）

、
地
蔵
を
は
じ

め
と
し
て
、
五
輪
塔
、

宝
篋
印
塔
、
万
霊
塔
、

稲
荷
大
明
神
、
堅
牢
地

神
、
不
動
明
王
、
名
号

塔
、
寒
念
仏
塔
、
富
士

講
碑
（
浅
間
大
神
、
仙

元
大
菩
薩
、
木
花
開
耶

姫
、
北
辰
妙
見
星
他)

結
界
石
、
天
社
神
、
土

后
神
、
月
待
塔
（
二
十

六
夜
塔
他
）
、
風
神
、

水
神
、
山
の
神
、
第
六

天
、
弁
天
、
青
面
金
剛
、
山
王
権
現
、
巡

礼
供
養
塔
（
百
番
観
音
、
六
十
六
部
廻
国

供
養
塔
）
、
牛
頭
天
王
、
忠
魂
碑
、
各
種

顕
彰
碑
、
道
し
る
べ…

な
ど
、
数
え
あ
げ

れ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
、
多
種
多
様
の
歴

史
的
石
造
物
が
豊
富
に
残
存
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
お
お
む
ね
町
内
の
道
端
、

地
域
の
境
、
寺
社
の
入
り
口
や
境
内
な
ど

に
ひ
っ
そ
り
と
散
在
し
て
い
ま
す
が
、
現

代
人
の
私
た
ち
に
も
何
か
し
ら
訴
え
か
け

た
り
、
心
安
ら
ぐ

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
《
歴
史
的

石
造
物
》
シ
リ
ー

ズ
で
は
、
当
町
の

代
表
的
な
石
造
物

を
選
び
、
今
回
を

含
め
て
10
回
に
分

け
て
連
載
の
予
定

で
す
。

　
郷
土
の
歴
史
や

伝
統
文
化
の
具
体

的
理
解
の
一
助
と

な
り
ま
す
よ
う
執
筆
し
ま
す
。
多
く
の
方

々
が
当
シ
リ
ー
ズ
に
関
心
を
寄
せ
ら
れ
、

お
目
を
通
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
次
回
は
「
②
道
祖
神
」
の
予
定
で
す
。

し
い
か
ぎ
り
で
す
。
私
は
ま
だ
若
手
で
す
が
、

世
代
交
代
と
い
う
大
き
な
壁
を
前
に
会
長
に

任
命
さ
れ
、
戸
惑
い
と
不
安
の
中
、
先
輩
方

に
助
け
ら
れ
、
指
導
さ
れ
な
が
ら
『
次
世
代

を
担
う
六
夜
会
』
を
作
っ
て
い
く
の
に
、
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。

　
年
々
「
六
夜
の
炎
」
が
ま
つ
り
会
場
か
ら

見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
見
え

づ
ら
い
か
ら
な
の
か
、
百
八
ッ
火
が
忘
れ
ら

れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
今
年
の
ま
つ

だ
観
光
ま
つ
り
当

日
は
、
ぜ
ひ
、
松

田
山
山
頂
を
見
て

く
だ
さ
い
。
熱
い

男
た
ち
が
「
六
夜

の
炎
」
を
守
り
、

夜
空
を
焦
が
し
て

い
ま
す
。

六
夜
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　会
長

川
本

光
一

今
年
は
８
月
25
日
㈯

　
　
観
光
ま
つ
り
の
夜
に
点
灯

灯火台の中　棒にタオルを巻いて芯を作り
30分間燃えるように工夫しています

六夜会のメンバー

石碑『松明の由来』松田庶子六夜会
丙寅　孟夏（昭和61年7月20日除幕）

まずはきれいに
危ない樹木は伐採します

灯火台に灯油を注ぎます

いよいよ点火

点火用の道具を持ち、担当場所へ
移動する六夜会のメンバー

松田の文化財探訪松田の文化財探訪

町文化財保護委員　平賀康雄

百八ッ火
六夜会の活動

ひゃく

ろく や かい

は つ て

｢歴史的石造物その１｣

籠場橋たもとの石仏

新
連
載「

松
田
の
文
化
財
探
訪」

最
初
の
シ
リ
ー
ズ
は
《
歴
史
的
石
造
物
》

新
連
載「

松
田
の
文
化
財
探
訪」

最
初
の
シ
リ
ー
ズ
は
《
歴
史
的
石
造
物
》

新
連
載「

松
田
の
文
化
財
探
訪」

最
初
の
シ
リ
ー
ズ
は
《
歴
史
的
石
造
物
》

新
連
載「

松
田
の
文
化
財
探
訪」

最
初
の
シ
リ
ー
ズ
は
《
歴
史
的
石
造
物
》

①
歴
史
的
石
造
物
と
は

き
ょ
う

こ
の

は
な

さ
く

や

ひ
め

※

※


